
■ 委嘱状を挟んで力強いタッグを確認しあう大森伊佐緒町長と奧田政行シェフ
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フェイスブックとホームページで情報発信中

www.facebook.com/kikonai.hayabusa03 www.facebook.com/1000nen.hokkaido

私たち≪はやぶさ03≫の活動を
facebookページで発信していま
す。Facebook未登録の方でも閲
覧できます。

道南西部９町の広域観光情報を「旬
感・千年北海道」のホームページと
facebookページで発信しています。

1000nen-hokkaido.com

私たちが記事を書いています
木古内町  地域おこし協力隊
新幹線地域活性特命チーム

《はやぶさ03》
浅見尚資 津山　睦

■ 奥田賞を受賞した「豆のヨーグルトサラダ」（JA女性部瓜谷支部出品）

農の力で木古内を盛り上げる、元気な女性たち！

■ 大盛況の「ふれあいフェスティバル」で自ら選んだ
　「奥田賞」を発表！

■ 商工業者に試作品改良のアドバイス。 ■ 自ら作った特別メニューを住民の方に直接お振る舞い。
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古内町観光交流センターにおける飲食部門の監修をされることに
なった、山形県鶴岡市の奧田政行シェフが2月2日（月）に来町され、

大森町長から「木古内町観光大使」に委嘱をさせて頂きました。
　町長から「食を通じて地域の魅力を発信していただきたい」と依頼を受け
たシェフは「今後、首都圏の店舗などで道南の食材を活用していきたい」と
話されるなど、早くも前向きに活動意欲を示しておられました。

木

地域が一
丸となった食の魅力強化へ

　当日は奧田シェフも参加。自ら料理した「はこだて和
牛と野菜のヘルシーカツレツ」を振る舞うと共に、全て
の試作品を丁寧に食べ歩き、木古内町の食材を「磨けば
光る宝物ばかり」と賞賛してくださいました。
　試食会の後は、シェフが「食で道南を元気にしよう」
と題して基調講演を実施。地域の食材と真摯に向き合
うと共に、生産者や研究者との連携の下、様々な困難
を乗り越えながらも、庄内を「食の都」へと導いた経験
談を語り、道南の活性化に向けたヒントと激励を与え
てくださいました。

幹線時代に向けた木古内の食の魅力づくりを加
速化するため、この度、JA新はこだて木古内支

店女性部の皆さんの全面的なご協力の下、毎年恒例の
「ふれあいフェスティバル」を拡大する形で、2月3日
（火）に「きこない食のフェスタ」を開催しました。
　JA女性部からは、「特産物料理（越冬野菜）の部」や、
「漬け物の部」など172品目が出品。一方木古内商工会
からは、「みそぎの塩」を使用して共同開発した6品目が
並び、来場された約300名の方々が、創意溢れる料理
の試食を楽しみました。

新

奥田政行シェフをお招きし、「きこない食のフェスタ」初開催！

今回は「奥田賞」も登場しましたね。
ェフからは「すぐメニュー化できる」との講評を頂き
驚きました。見た目と後に残る香りを重視したとい

うレストランの現場ならではの視点は勉強になります。観
光交流センターのレストランでメニューになるのでしたら、
レシピ提供など協力を惜しみませんよ。（笑）

シ

新幹線開業に向けた抱負は。
回は町内外から数多くのお客様に来場して頂き、驚
いています。新幹線を一つのきっかけにして、自分

たちが育てた野菜の知名度が高まったり、レストランなど
で私たちの料理を基にしたメニューが開発され、それを食
べに全国から新幹線に乗ってきていただければ嬉しいです。

今

どんなきっかけで始められたのですか。
は昭和50年頃の漬け物コンクールがきっかけ
で、現在は、農家のお母さんたちが育てた野

菜などを工夫を凝らして自慢の料理にしたり、編み
物などの手芸品を作り上げて持ち寄って展示してい
ます。毎回テーマを工夫して続けた結果、多くの皆
さんにご来場頂けるイベントになりました。

元

今回で11回目を数えるJA女性部による「ふれあ
いフェスティバル」。新幹線開業に向けた力強
い食の担い手として期待が高まる皆さんにお話
しを伺いました。

開業1年前
特別号
開業1年前
特別号特別号
開業1年前
特別号特集

ふるさと道南のため何か貢献したいという
夢をずっと持ち続けていたのが最大の理由
です。前職では隠れた地場産品を再発見し、
販路を開拓する仕事に長く携わったことか
ら、センターの使命である9町の魅力発信
に、自身の経験が活かせると思いました。

重責をお受け頂いた理由は何ですか？
まずは、町民の皆様が日常的に利用して頂
けるような品揃えと接客を目指します。特
にお客様と店員のコミュニケーションを築
くことに注力します。そうして築いた輪
を、町内から道南西部9町へ広げて行きま
す。新幹線で遠方から来るお客様に対して
も魅力的に映る、ワイワイと賑やかなお店
にしたいですね。

どんな施設にしたいですか？

1月22日（木）に、センターの開業準備マネージャーとして着任された、元イトーヨーカ
ドー函館店販売促進部長の浅利文博さんにお話しを伺いました。

観光交流センター開業準備、本格始動

浅利文博さん
がマネージャー
として着任！

JA新はこだて
木古内支店女性部の皆さん。
（右端 代表の森永尚美さん）



開業1年前特集開業
木古内駅開業に向け、広域＆官民が一丸となってモーダッシュ!

※印は北陸新幹線における参考事例であり、北海道における実施が決定されたものではありません。

▶第3回開業記念事業実行委員会

▶新幹線木古内駅竣工
▶北海道観光商談会（春）

H27
4月

5月

▶開業記念キックオフイベント実施6月

▶「江差・松前 千年北海道手形」2年目の販売開始（～9月まで）
▶青函プレDC（JR各社等による大型観光キャンペーン）開始（～9月まで）
▶開業記念夏イベント実施
▶新幹線開業日決定（※）

7月

8月

▶開業記念秋イベント実施9月

▶北海道観光商談会（秋）10月

11月

▶新幹線開業ダイヤ発表（※）12月

▶木古内町観光交流センターオープン
▶開業記念冬イベント実施
▶新幹線列車試乗会の実施（※）

H28
1月

2月
▶北海道新幹線木古内駅開業
▶道南いさりび鉄道開業3月

広域観光の推進～渡島西部、檜山南部9町の力で新幹線客を呼び込もう～
観光交流センターの建設

～9町の魅力発信拠点を作ろう～

町の回遊促進
～木古内らしい観

光地を作ろう～
駅周辺整備の推進

～便利で魅力的な
駅前を作ろう～

開業機運の醸成～木古内駅開業を盛り上げよう～

青森県今別町と連携し、新
幹線の停車本数を当てる懸
賞クイズを実施。全国から
1,500件を超える応募が。

日本一小さい
新幹線のまち
キャンペーン

全道初の開業カウン
トダウンを敢行。昨
年は仙台に1ヶ月出
張して町の人口と同
数を目標に「ともだ
ち」づくり。

キーコ全力疾走
世界的料理人、奥田政
行シェフ監修のレスト
ラン「どうなんデス」が、
道南の食材を強力にプ
レゼンテーション。

食の魅力発信
「寒中みそぎ」を
テーマにした、町
民とのふれあいを
楽しめるツアーガ
イドを提供。

みそぎの町歩きガイド
約300台分の
無料駐車場や
駅と市街地を
つなぐバリア
フリー対応の
自由通路など
を整備。

アクセス施設の整備

電線の地中化や、道内最大の森林蓄積を誇
る道南スギを使った景観統一を実施。

駅前通の景観整備

常駐の観光コン
シェルジュによる、
鮮度が高くおもて
なし感あふれる観
光案内を実施。

質の高い観光案内

江差、松前方面へ
のバスが多数発着
すると共に、レン
タカー会社2社の
進出が決定。

二次交通サービスの提供
関係30団体が一丸
となって、開業に
向けた様々な記念
事業の方向性を協
議。

開業記念事業実行委員会の開催

これからはイベントやPR活動が

ぎゅ～ぎゅ～詰め！とっても大

変だけど、日本唯一の「新幹線

観光駅長」としてこれからも頑

張るよぉ！

各町が連携し、
9つの滞在型観
光商品（「千年北
海道プラン」）を
開発。

魅力ある
滞在メニューづくり

エリア内の定期観光
バス＆路線バスが3日
間乗り放題！
「江差・松前千年北海道
手形」を発売。

二次交通の整備

戦略的なプロモーション活動

いよいよ開業。これま

でお世話になった皆さ

んとのご縁を大切に、9

町の魅力やおもてなし

の心を強力に発信して

いきます！

希少資源である
「はこだて和牛」や、
「寒中みそぎ」を
テーマにした特産
品を重点開発。

個性ある
特産品の開発

開業までの主なスケジュールはどうなっているの？
現時点で町として想定しているスケジュールは、次のとおりです。

主な取組のご紹介

地引き網体験や、
咸臨丸の歴史学習
など、木古内なら
ではの体験観光を
展開。

体験観光の推進

木古内と言えばなんと言っても

「みそぎ」。行修者が祈願した豊

かな町の恵みをいらっしゃるお

客様に楽しんで頂けるよう、本

気で頑張ります！

道南には知られざる魅力的な食

や物産品があふれています。生

産者とのつながりを大切にしな

がら、皆様に愛されるセンター

にしていきます。

町と協力して、北海道の玄関口

に相応しい景観づくりを進めて

います。道南スギを活用して美

しく生まれ変わった商店街で皆

様をお待ちしております。
駅前商店街組合

渥美　徹さん
町あるきガイド

鈴木慎也さん
開業準備マネージャー

浅利文博さん
はやぶさ03
浅見&津山

木古内駅
新幹線観光駅長

キーコ

渡島・桧山両振興
局やJR北海道と一
体となって、東北や
首都圏で様々な宣
伝活動を実施。




